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顕微鏡 において「 を て を 」という と

し には に注意が で るが， の な を

， の を る ことが になれ ， 学 学

の にお る 顕微鏡の は する 1 ． の

1 つの として， 上に した

を 学顕微鏡 で し， の

を ように いた の上 を充 した

を せて し， を作 する 法が る 1 ．

し し， と が していないた ，

の で が りすることが で

た． に 顕用の 2 は 微な でも

するた 用は て で た．

これ の を するた に， と

を させる「 」を に作 し，

な の な の の

の の りを ぐ たな 法を 発

した 3 ．本稿では 微 において， つ に

の な を ， の を る た の「

」の 用 法な に を する．

2.

本稿で する「 」は

に れる EVA を と

した の で， には

に させるた の が れている．この

は な で の として

されているもので， は を に

させる で に されている．作 は 上
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の と 微 の ．
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で 用される 8 mm に

する 2B，C を ， に 13 mm の

で に り す なもので る． 上

ともに， な で されている

な で 分に作 できる．

用に しては， を上にして に

した 2D ， に を充 する 2E ．

なお， に の を に する ，

で に 別を しておくとよい．

3. を用いた 作 法

学顕微鏡下で され， 顕微鏡 に用

い れる を する ， に

された を下にし， の に

が するよう上 なが ，

の に させる 3A ． いて，上下を

すると が の を たす 3C，D ．

この ， に した が

で と しているた ， の

の が され， は された

の で い りに される．

上に された を する ，

まで した で の

を下にし， の に させる

3B ． いて， と に上下を すると，

が を たしなが する． には

を 用し， の を なわないよう， 分な

を 発させて に を

に させる． の ， が しないよう に上下を

させる．

以上の は 微 用の な に

用の のい れにも

するもので， き いて または を してい

く． の では の は ない

が， の い の は の をは るた

， で 1 いて を している．

2 A を用いた の作 ． B の と C ． D
への 法と E の充 法．

3 A に された を す

る 法． B に された を す

る 法． C の を す

用 と D ．
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4. した の取り し

により した を り す

には「 法」と「 法」が る． 法は 100°C に

した 上に， を 1 分 せ

て ごと を り す 法で

る． を する の ，この で

れてしまう れが るた ，厚さ 0.45 0.60 mm の

を 注し， した に で

に して して を り す．

法は， 体 で を する

法で，10 20 で る「 」という

を に ごと を り す 法で

る． を とする の

には， を する 点 法による り し

が される．

5. 1 の に 微

り した を

して 学顕微鏡下に ると， された

を することができる． した

は， 体顕微鏡もしくは の 鏡でも

分に 別できるた ， に て を した ，

を作 する．

4 は の で こる

の 4 を，本法を用いて 微 した で る．

の で される「 の 」を に

顕微鏡下で るた ， した の

を し 4 ， した

を を作 した．本法では，

鏡 の が の の に

わせされているので， との わせが

で り， 2 3 μm 厚の ，20 30

の を に ることができる．

6. 2 の に

5 は ，Lowicryl K4M に した

を用いて， にお る の

を 法で した で る．

した を 学顕微鏡下で

し， の が い 5
を Lowicryl K4M に して を作 した．

に まれる と に する Griffonia Simplici-

folia Agglutinin (GSA)-II を用いて を

した ， 分の によ て 度を する

の を， 顕微鏡 で い りに る

ことができた 5,6 ．この 法は 体を 用する

法にも 用 で る． には くの と

4 で に した の と， れ

を に して した 微 ． において の を にと ている．MGL ，SMC
．Bar 5 μm．
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を すること ， いを て を作 す

る本法は， な にお る の

に を発 する 7 ．

7. 3 の 微

り した を

して 学顕微鏡下に ると， された を

できる 6A ．この では HepG2 の分

6A 印 に いを ， と の に

を して し， の を に

した 6B ．100 で を した

6C ， を作 して した ， い りに

分 を 顕微鏡下で ることが た 6D，E ．

1 つの 1 つの に りき な

い の を したい は， で した

部分を 用 で り し，別に用意した を ま

ない に で した ，

を作 している．

また， に する で を る

が る ，ま で作 した

を 用 で り し， きに して

を作 する 7 ．これを

6 を用いて した

の 微 ． 印は の 分

を す． A ． B で

した を して された

． C を した の ． D
A の に する 顕微鏡 ． E 分

の ．Bar 10 μm D ，5 μm E ．

5 で Lowicryl K4M に した の と，

れを に して を行 た 顕 ． において， と に する GSA-
II の が， 度の 分 の 印 に している．Bar 0.5 μm 顕 ，5 μm ．
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でもう 度， して を作 する「

わせ 」が を発する 7 ．

8. 4 の

を 用することにより，

法 法を として，

に した を の に

することが にな た． 8 は Ricinus Communis agglu-

tinin (RCA)-I を用いて された HeLa

の を す．

9. お りに

顕微鏡 での に いを た 作 を

にする と， の な 用法について

した．本稿で した り， の 学顕微鏡 と

の 顕微鏡 を せることで， の が

に上がる．

に iPS の 発を 機として， の 学 学

にお る の 微 は 度を しており，

の に で いを ることができる本法

は， きな となる 8 ．さ に本法は 法

pre-embedding immuno-electron microscopy において

の を に する ， と

い た な 微 に 用 で り， の

な を ， の を る という 顕 の たな

によ て，1 つでも くの が されることを

して まない．
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8 を用いて した

の 顕 ． は Lowicryl K4M を

用．RCA-I を用いた が，HeLa
の 印 に している．Bar 0.5 μm．

7 を用いて した の ． で作 した に

を し， にし できない 分 を 7 を ． 度，本法により に して

を作 して を行 た． ．Bar 5 μm．
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